
公益社団法人 日本精神神経学会 監事選任規則 

 

第１章 総則 

 

（総則） 

第１条 内部監事及び外部監事の選任については、公益社団法人日本精神神経学会定款に

定めるもののほか、この規則の定めるところによる。 

 

（定義） 

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

一 内部監事：外部監事以外の監事 

二 外部監事：定款第 25条第３項に定める外部監事 

三 内部監事候補者：第２章の内部監事候補者選挙により選出された内部監事の候補者 

四 外部監事候補者：第 16 条により理事会が選定した外部監事の候補者 

五 内部監事候補者選挙（又は単に「選挙」）：第２章に定める内部監事候補者を選出す

るための選挙 

 

第２章 内部監事候補者選挙 

 

（選挙人、被選挙人） 

第３条 内部監事候補者選挙の選挙人は、この選挙が行われる年度に任期がある代議員と

する。この選挙の被選挙人は、この選挙が行われる年度に会員の資格がある者とする。 

 

（選挙管理委員会） 

第４条 内部監事候補者選挙は、代議員選挙規則第６条に定める選挙管理委員会が所管す

る。 

２ 選挙管理委員会については、この規則に定めるもののほか、代議員選挙規則の定める

ところによる。 

３ 選挙管理委員は、在任中、内部監事候補者に立候補することはできない。また、次条

に定める公示後には、選挙管理委員を辞任して内部監事候補者に立候補することはでき

ない。 

 

（選挙の期日及び公示） 

第５条 選挙管理委員会は、原則として現任の内部監事の任期が終了する年度の４月から

定時代議員総会の３週間前までに内部監事候補者選挙の期日を設けるものとし、この選



挙に関する公示を原則として選挙期日の１か月前までに行う。なお、公示日、選挙期日

は諸事情を鑑みて選挙管理委員会の協議によって最終的に決定されるものとする。 

 

（立候補） 

第６条 内部監事の候補者になろうとする会員（以下「立候補者」という）は、代議員の

推薦を受け、選挙管理委員会が定めた期日までに、電磁的方法によって、その旨を選挙

管理委員会に届け出なければならない。なお、内部監事の候補者になろうとする会員が

代議員の場合は他の代議員の推薦を受けなければならない。 

２ 前項の届出には、立候補者の氏名、地区、所属する施設名、経歴、推薦者及び所信を

記載しなければならない。 

３ 立候補者は、１名以上なければならない。 

４ １名の代議員による推薦は、２名以内とする。ただし、立候補者となる代議員による

推薦は、１名以内とする。 

５ 第１項の立候補期日が経過した時点で立候補者数が１名以下の場合、選挙管理委員会

は、追加の立候補者を募集するために、選挙期日を延期し、２回目の立候補期日を定め

ることができる。 

 

（立候補者一覧及び投票用紙等の送付等） 

第７条 選挙管理委員会は、内部監事候補者選挙の２週間前までに、立候補者の氏名を掲

載した立候補者一覧と所定の投票用紙（電子投票の場合には、投票用紙に代えて投票用

URL 等の情報）を選挙人に発する。また、立候補者の氏名、地区、所属する施設名、経

歴、推薦者及び所信を掲載した選挙広報を学会ホームページ（会員限定）にて公開す

る。 

 

（投票） 

第８条 投票は１人１票、無記名、２名以内の連記とする。 

２ 次の投票はこれを無効とする。 

一 前項に違反するもの 

二 前条の投票用紙（又は指定した電磁的方法）以外の手段を用いたもの 

三 立候補者以外の氏名を記載したもの 

四 立候補者の氏名の確認し難いもの 

五 同一人の氏名を重複して記載したもの 

六 立候補者中に同姓があるとき姓のみを記載した場合は、その記載についてのみ無効

とする。 

 

 



（開票） 

第９条 開票は、会員数名（立候補者及び推薦者を除く）の立会いの下で、選挙管理委員

会が行う。 

２ 選挙管理委員会は、開票従事者を若干名委嘱することができる。 

 

（当選者） 

第 10 条 有効投票の得票数の単純多数により、第２位までの者を当選者とする。 

２ 定員数番目に相当する得票数が２人以上あるときは、前条第２項の会員数名の立会い

の下で、抽選により順位を決定する。 

３ 第６条第１項の立候補期日（２回目の立候補期日を定める場合は、当該２回目の立候

補期日）が経過した時点で立候補者数が１名以上２名以下の場合は、前２条にかかわら

ず、立候補者を無投票で当選者とする。この場合、選挙管理委員会は、第７条の送付等

に代えて、電磁的方法により、その旨を選挙人に通知する。 

４ 当選者は内部監事候補者となる。 

 

（選挙結果の公示） 

第 11条 当選者が決定したときは、選挙管理委員会は速やかに選挙結果を選挙人に公示

する。 

 

（辞退） 

第 12 条 当選者は、内部監事候補者の選出を辞退することはできない。 

 

（欠員の補充） 

第 13条 選挙直後の代議員総会前に、死亡その他やむを得ない事情によって当選者が欠

け、第 10条第１項に定める当選者数未満となった場合は、次点者がいる限り、同項の

当選者数に達するまで次点者を繰り上げ当選者とする。 

 

第３章 内部監事の選任 

 

（内部監事候補者の提案） 

第 14条 理事会は、内部監事候補者選挙後の代議員総会において、内部監事候補者を内

部監事として選任することを提案する。 

 

（内部監事の選任） 

第 15条 内部監事は、代議員総会の議決により選任する。 

 



第４章 外部監事の選任 

 

（外部監事候補者の選定） 

第 16条 理事会は、現任の外部監事の退任時期に合わせて、定款第 25 条第３項の要件を

満たす非会員の中から、１名以上を、外部監事候補者として選定する。 

２ 理事会は、前項の選定後の代議員総会において、外部監事候補者を外部監事として選

任することを提案する。 

 

（外部監事の選任） 

第 17条 外部監事は、代議員総会の議決により選任する。 

 

 

附則 

１ この規則は、公益社団法人日本精神神経学会の設立の登記の日から施行する。 

２ 本規則の変更は、代議員総会の議決による。 

３ 本規則の一部改正は、令和６年６月 19日から施行する。 

４ 本規則の一部改正は、令和７年６月 18日から施行する。 

５ 本規則の一部改正は、令和８年６月 17日から施行する。 

 


